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　平戸文化センターを主会場に、「Kidsジョブチャ
レンジ2019in平戸」が開催されました。
　東京のテーマパーク「キッザニア」が監修し、地域
の仕事や魅力を伝え、将来を担う人材確保を図るこ
とや観光活性化を目的に、約80種類のお仕事体験
が行われました。お菓子作り、テレビ・ラジオのお
仕事から平戸ならではのお仕事、今年はKDDIの協
力で自走式の乗り物やタブレットを使って「未来の
観光体験」などを実施。3日間で約4,800件以上の申
し込みがあり、市内各地で大いににぎわいました。

～ 31
29

広報ひらど 令和元年５月号 24Hirado City Public Relations,2019.５25

３
６次産業化の取り組みを評価

　農林水産省の平成30年度６次産業化中央サポー
ト事業６次産業化優良事例表彰で、農事組合法人ひ
らど新鮮市場が、全国における優れた６次産業化の
取り組み事例団体として「地方創生貢献賞」を受賞し
ました。この日は、ひらど新鮮市場の松本組合長、
岩崎参事が市役所を訪れ、市長に受賞報告しました。
　ひらど新鮮市場では、平戸の伝統野菜「木引カブ」
を活用した漬物やドレッシングなど地場産品を使っ
た商品を開発し、地元産品の知名度向上や生産者に
活力を与えたことが評価されました。

　

田平公園で春のにぎわい７

　田平町でJAながさき西海の第２キャトルセン
ター落成式が行われました。
　キャトルセンターは、農家で生まれた子牛を市場
出荷まで預かる子牛の共同育成施設で、平成23年
に整備された第１キャトルセンターの隣接地に増設
されました。第２キャトルセンターの整備により、
第１キャトルセンターと合わせて最大660頭の子牛
を収容することができます。
　今後、平戸市をはじめとする県北地域の肉用牛振
興に大きく寄与することが期待されます。

　県立田平公園で「第11回県立田平公園さくらまつ
り」が開催されました。
　会場では、ステージイベントや地元産品直売、フ
リーマーケットなどが行われ、多くの家族連れが詰
め掛けました。
　ステージでは、平戸口社会館保育所や若葉保育園
の園児による元気いっぱいの太鼓の演奏や、猶興館
高校ダンス部などのダイナミックなパフォーマンス
が披露され、来場者からは盛んな拍手が送られまし
た。

第２キャトルセンター完成 度島でにぎわいイベントを開催３
４ ４

　度島町の丸島公園で「まるじまピクニック」が開催
されました。度島町出身で島を離れた若手有志など
が中心となり、島ににぎわいを創出したいとSNSで
連絡を取り合いながら企画して実施しました。
　当日は、マルシェやステージイベントなどが行わ
れ「離島戦隊タクシマン」がステージに登場すると、
子どもたちから大きな歓声が上がっていました。夜
に予定していた映画上映は、途中の通り雨の影響で
中止となりましたが、島内外から約400人が早春の
度島を満喫しました。

　

1年間の任期を終える３

　市役所で、小型動力ポンプ付積載車および救助資
機材搭載型小型動力ポンプ付積載車の配置式が行わ
れました。
　古くなった消防車の入れ替えにより、平戸地区第
11分団（木ケ津・大川原地区）へ２台の小型動力ポ
ンプ付積載車、平戸地区第18分団（宮の浦地区）に
救助資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車が配置さ
れました。今回配置された消防車は、従来よりもポ
ンプの性能が格段に向上しており、これまで以上に
火災現場において、迅速な消火活動が期待できます。

　平戸市と東アジアの交流の架け橋として活躍した
国際交流員の張静さんが、一年間の任期を終え退任
することとなりました。
　張さんは、任期中、平戸市との友好都市である中
国・南安市との交流事業をはじめ、市内小中学校へ
の文化交流訪問、市民向けの講座や各種イベントで
の通訳など幅広く精力的に活躍されました。
　退任式では、「これからも平戸市のことを忘れる
ことなく多くの人たちに平戸市の魅力を紹介してい
きたいです」と話しました。

市民の安心安全な暮らしを守る26
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約4,800人が平戸でキッザニアお仕事体験

2023

ちょうせい


